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【 補 正 の 内 容 】
　 　 【 特 許 請 求 の 範 囲 】
　 　 【 請 求 項 】 　 液 体 か ら 電 解 水 を 生 成 す る 電 解 水 生 成 装 置 で あ っ て 、
　 電 解 槽 と
　 前 記 電 解 槽 内 に 配 置 さ れ た 第 一 電 極 板 と 、
　 前 記 第 一 電 極 板 に 対 面 し て 前 記 電 解 槽 内 に 配 置 さ れ た 第 二 電 極 板 と 、
　 前 記 第 一 電 極 板 と 前 記 第 二 電 極 板 と の 間 に 電 位 差 が 生 ず る よ う に 、 両 電 極 板 に 直 流 電 圧
を 印 加 す る た め の 直 流 電 源 と 、
　

　
　 前 記 電 解 槽 内 で 生 成 さ れ た 電 解 水 を 前 記 電 解 槽 内 か ら 導 出 す る 導 出 部 と を 備 え 、
　

電 解 水 生 成 装 置
。
　 　 【 請 求 項 ２ 】
　 請 求 項 １ に お い て 、

１
、

前 記 第 一 電 極 板 と 前 記 第 二 電 極 板 と が 互 い に 近 接 し て い る こ と で 両 電 極 板 の 間 に 当 該 電
極 板 に 沿 っ て 形 成 さ れ た 流 路 と 、

電 位 差 を 持 つ 前 記 両 電 極 板 の 間 に 形 成 さ れ た 前 記 流 路 に 液 体 を 圧 送 す る 導 入 部 と 、

前 記 両 電 極 板 に は 、 各 々 、 前 記 流 体 お よ び 該 流 体 か ら 生 成 さ れ た 酸 素 分 子 を 前 記 両 電 極
板 の 間 の 前 記 流 路 か ら 外 方 へ 導 出 す る た め の 貫 通 孔 が 複 数 設 け ら れ て い る

前 記 第 一 電 極 板 と 前 記 第 二 電 極 板 と が ０ ． ５ ｍ ｍ ～ ３ ． ０ ｍ ｍ の 範
囲 で 互 い に 近 接 し て い る 電 解 水 生 成 装 置 。
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